
	

呼吸器外科 / 短頭種の犬・猫	

軟口蓋切除術	

	

対象	
短頭種の犬・猫	

手術時間	
30～60分	

入院	
1～2泊	

麻酔	
全身麻酔	

	

■ どんな手術？	

短頭種で長く厚くなった軟口蓋（のどの奥の柔らかい部分）を、適正な長さに切除する手術です。長
すぎる軟口蓋は喉頭をふさぎ、強い呼吸困難やいびきの原因になります。鼻孔拡大術と同時に行うこ
とがほとんどです。CO2レーザーを用いることで、出血や腫れを最小限に抑えられます。症状が出
る前の若齢期の対処が理想です。	

■ この手術が必要なとき	

・軟口蓋の延長・肥厚（短頭種気道症候群）	
・強いいびき・睡眠時の無呼吸	
・嘔吐反射が強く、食後すぐに吐く	
・運動後・興奮時の強い呼吸困難	

■ 手術の流れ	

① 全身麻酔をかけ、慎重に気道を確保します	
② 口を開いて軟口蓋を確認します	
③ 長すぎる部分をCO2レーザーまたは電気メスで切除します	
④ 切断部を縫合または電気凝固で処理します	
⑤ 術後は気道確保と覚醒時のモニタリングを行います	

■ 麻酔について	

全身麻酔で行います。手術前に血液検査などで全身状態を確認し、麻酔のリスクを評価したうえで実
施します。手術中はモニターで呼吸と循環を継続的に管理します。 短頭種は気道が狭く麻酔のリス
クが高いため、気道の確保と覚醒時の管理に特に注意して行います。	

■ 入院・退院の目安	

術後 1～2泊が目安です。麻酔覚醒時から数時間は、気道を集中的に監視します。	

■ 術後のケア	

・術後 24時間は気道のモニタリングを最優先に行います	
・食事は術後 12～24時間後から少量ずつ始めます	
・2～4週間は軟らかい食事にします	
・興奮・運動は 2週間控えます	



■ 起こりうるリスク・合併症	

・術後の喉頭浮腫・気道閉塞（麻酔覚醒時が最も危険）	
・出血	
・切除しすぎによる嚥下障害	
・再発（軟口蓋の再成長）	

■ よくある質問	

Q. 術後の管理は大変ですか？	
A. 術後の気道管理が最も重要です。麻酔覚醒時から数時間は集中的に監視します。退院後は安静に
過ごしていただきます。	
Q. CO2レーザーとは？	
A. 組織を精密に切除できるレーザーです。出血や熱によるダメージが少なく、術後の腫れを抑えら
れます。	
Q. 何回も手術が必要ですか？	
A. 適切に切除できれば、1回で十分なことがほとんどです。	

■ なつ動物病院での対応について	

なつ動物病院 気になることがあれば、予約外でもお気軽にご来院ください	
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